
 

 

英
国
の
介
護
関
係
組
織
の
視
察
で
い
ま
ロ
ン
ド
ン
に
い
る
▲
昨
日
は
、
２
年
前
に 

京
都
で
国
際
会
議
を
主
宰
し
た
「
Ａ
Ｄ
Ｉ(

国
際
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
協
会)

」
を 

訪
問
。
市
内
中
心
部
の
小
さ
な
ビ
ル
の
一
室
が
本
部
事
務
所
、
常
勤
の
ス
タ
ッ
フ

は
ア
ジ
ア
や
ア
メ
リ
カ
の
駐
在
員
含
め
て
10
数
名
。
こ
れ
だ
け
の
メ
ン
バ
ー
で
国
際
会
議
の
主
宰
や

各
種
国
際
機
関
へ
の
政
策
提
言
、
１
０
０
を
超
え
る
各
国
組
織
と
の
連
絡
調
整
等
々
を
担
っ
て
い
る

か
と
思
う
と
正
直
驚
い
た
▲
Ａ
Ｄ
Ｉ
の
英
国
支
部
が
、「A

lz
h

e
im

e
r`s S

o
cie

ty

」。
日
本
で
始
ま
っ

た
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
下
敷
き
に
し
た
「D

e
m

e
tia

 F
rie

n
d

ly

」
を
推
進
し
て
い
る
こ

と
で
も
知
ら
れ
て
い
る
。
岩
波
新
書
の
『
認
知
症
フ
レ
ン
ド
リ
ー
社
会
』(

２
０
１
８)

で
、
職
員
が

全
国
に
７
千
人
と
紹
介
さ
れ
て
い
た
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
含
め
て
の
数
値
ら
し
く
、
有
給
職
員
は

２
千
人
だ
っ
た
。
そ
れ
で
も
大
所
帯
だ
。
政
府
の
認
知
症
施
策
の
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
と
し
て
、
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
・
資
金
調
達
・
調
査
研
究
・
ロ
ビ
ー
イ
ン
グ
な
ど
多
彩
な
活
動
を
担
っ
て
い
る
▲
専
門

ス
タ
ッ
フ
ば
か
り
が
目
立
つ
の
で
、
介
護
者
や
介
護
者
団
体
は
？
と
思
っ
て
聞
い
て
み
た
ら
、
介
護

者
の
小
さ
な
グ
ル
ー
プ
は
と
て
も
把
握
で
き
な
い
、
全
国
組
織
だ
け
で
も
１
０
０
を
超
え
る
、
と
い

う
。
今
日(

10
日)

の
午
後
に
訪
問
す
る
介
護
者
の
全
国
組
織
「C

a
re

s U
K

」
で
も
聞
い
て
み
よ
う
と

思
っ
て
い
る
▲
Ｉ
Ｔ
社
会
ゆ
え
に
、
こ
れ
ら
の
団
体
が
発
信
す
る
膨
大
な
情
報
す
べ
て
が
そ
れ
ぞ
れ

の
サ
イ
ト
に
集
約
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
私
の
語
学
力
で
は
如
何
と
も
し
が
た
い
の
が
悲
し
い
。
と

て
も
残
念
。 
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〈
長
い
道
の
り
〉 

 

２
０
１
０
年
１
月
７
日
は
、
障
害

者
当
事
者
や
家
族
、
関
係
者
、
障
害

者
運
動
を
進
め
て
き
た
人
た
ち
に
と

っ
て
忘
れ
ら
れ
な
い
日
で
す
。
障
害

者
自
立
支
援
法
違
憲
訴
訟
の
基
本
合

意
は
歴
史
的
な
成
果
で
す
。
こ
の
日

は
そ
の
記
念
す
べ
き
日
で
す
。
10
年

が
経
ち
、
そ
の
時
間
の
経
過
と
問
題

点
や
課
題
を
振
り
返
り
、
現
在
の
到

達
点
と
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
、

考
え
合
い
、
問
題
意
識
を
共
有
し
、

確
認
す
る
集
会
を
２
０
２
０
年
１
月

７
日
・
８
日
に
東
京
で
開
催
し
ま
す
。 

 

７
日
の
１
日
目
は
、
基
本
合
意
に

至
る
経
過
と
そ
の
後
、
こ
れ
ま
で
を

振
り
返
る
内
容
で
企
画
さ
れ
て
い
ま

す
。
場
所
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
セ

ン
タ
ー
、
呼
び
か
け
人
の
お
話
や
、

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
人
権

訴
訟
か
ら
見
え
る
障
害
者
福
祉
施
策

の
近
未
来
」
と
し
て
他
の
訴
訟
か
ら

の
報
告
も
ま
じ
え
ま
す
。 

 

８
日
の
２
日
目
は
、
国
会
議
員
会

館
で
「
め
ざ
す
会
実
行
委
員
会
」
主

催
の
集
会
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

寒
い
時
期
で
す
が
、
全
国
の
原
告
を

中
心
に
、
こ
れ
ま
で
の
10
年
と
こ
れ

か
ら
の
10
年
を
考
え
る
大
切
な
時

間
に
し
た
い
と
思
い
ま
す 

〈
活
動
者
学
習
会
の
開
催
〉 

 

８
月
の
17
日
18
日
の
２
日
間
に

わ
た
っ
て
、
和
歌
山
で
の
障
全
協
活

動
者
学
習
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
テ

ー
マ
は
障
害
者
の
安
全
と
災
害
に
向

き
合
う
こ
と
で
、
和
歌
山
や
大
阪
、

兵
庫
か
ら
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

い
つ
起
こ
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
大

規
模
地
震
、
障
害
者
が
生
き
残
れ
る

か
ど
う
か
は
大
問
題
で
す
。
行
政
の

責
任
、
地
域
の
助
け
合
い
、
誰
も
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
を

真
件
に
考
え
る
時
代
で
す
。 

〈
ト
ン
デ
モ
政
権
内
閣
改
造
〉 

 

安
倍
政
権
は
内
閣
を
改
造
し
ま
し

た
。
も
ち
ろ
ん
、
国
民
の
立
場
や
弱

者
を
救
う
こ
と
な
ど
眼
中
に
な
い
新

内
閣
。
噂
に
よ
れ
ば
、
首
相
官
邸
で

結
婚
報
告
を
し
た
、
一
回
も
議
会
で

質
問
し
た
こ
と
の
な
い
国
会
議
員
が

入
閣
す
る
と
の
う
わ
さ
ア
リ
。
お
友

だ
ち
内
閣
ど
こ
ろ
か
腐
れ
縁
内
閣
は

こ
の
国
を
ア
メ
リ
カ
の
手
下
に
成
り

下
が
る
こ
と
を
良
し
と
し
た
内
閣
。

メ
キ
シ
コ
か
ら
の
移
民
を
阻
む
壁
に

日
本
の
税
金
を
使
う
と
は
、
ト
ン
デ

モ
政
権
に
い
い
加
減
に
Ｎ
Ｏ
を
言
わ

な
く
て
は
。 

〈
が
っ
ち
く
も
ん
だ
い
〉 

 

知
っ
て
い
ま
す
か
、
３
施
設
合
築

問
題
？
京
都
市
長
選
挙
を
市
民
レ
ベ

ル
で
闘
い
た
い
と
思
っ
て
い
る
方
が

い
ろ
い
ろ
動
い
て
お
ら
れ
る
よ
う
で

す
が
、
そ
の
皆
さ
ん
で
も
あ
ま
り
よ

く
ご
存
じ
な
い
三
施
設
合
築
問
題
。

京
都
市
児
童
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
京
都

市
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー
と
、
こ
こ
ろ

の
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
の
３
施
設
が
、

京
都
市
立
病
院
の
北
側
に
建
つ
よ
う
に

現
在
準
備
中
で
す
。
ど
の
施
設
も
、
児

童
福
祉
、
身
体
障
害
者
の
リ
ハ
ビ
リ
、

精
神
障
害
者
の
社
会
復
帰
を
担
う
大
切

な
行
政
窓
口
で
す
。
こ
の
機
能
や
役
割

の
違
う
３
施
設
を
一
つ
に
ま
と
め
て
運

営
す
る
と
い
う
の
が
３
施
設
合
築
問
題

で
す
。 

 

い
ろ
い
ろ
訴
え
て
い
る
の
で
す
が
、

な
か
な
か
市
民
へ
問
題
の
浸
透
が
難
し

く
、
悩
み
の
真
っ
最
中
で
す
。 

市
長
選
挙
の
結
果
次
第
で
、
こ
の
あ

い
ま
い
な
計
画
を
見
直
し
、
考
え
る
こ

と
が
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
が
得
ら
れ
ま

す
。
皆
さ
ん
と
一
緒
に
ほ
ん
と
に
こ
れ

で
よ
い
の
か
、
考
え
ま
せ
ん
か
？
新
し

く
建
つ
と
こ
ろ
も
課
題
で
す
が
、
二
条

城
近
く
の
児
童
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
四
条

御
前
の
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー
の
跡
地
は

ホ
テ
ル
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
？ 

 

池
添 

素
（
京
障
連
事
務
局
長
） 

  

常
任
委
員
会
か
ら 

２ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

第
２
回
研
究
会
に
あ
た
っ
て
読
ん
だ
の

が
「
『
公
益
』
に
奪
わ
れ
た
人
権 

日
本
国

憲
法
と
優
生
保
護
法
」 

藤
野
豊
著
（『
世

界
』
11
月
号
）
で
し
た
。
１
９
４
７
年
、

新
憲
法(

日
本
国
憲
法)

制
定
後
初
の
国
会

に
、
日
本
社
会
党
所
属
の
加
藤
シ
ヅ
エ

i
、
福
田
昌
子
ii
、
太
田
典
礼
iii
が
「
優

生
保
護
法
案
」
を
提
出
し
ま
し
た
。
法
案

に
は
母
体
の
生
命
健
康
の
保
護
と
と
も
に

「
不
良
な
子
孫
」
の
出
生
防
止
に
よ
る
「
文

化
国
家
建
設
に
寄
与
す
る
」
と
書
か
れ
、

妊
娠
中
絶
と
と
も
に
「
常
習
性
犯
罪
者
」

「
精
神
障
害
者
」「
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
」
へ

の
強
制
不
妊
手
術(

断
種
手
術
、
優
生
手

術)

が
認
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
特
に
、
藤

野
氏
が
注
目
す
る
の
は
「
常
習
性
犯
罪
者
」

の
場
合
、「
子
の
不
良
化
を
防
ぐ
こ
と
が
公

益
上
必
要
で
あ
る
」
と
「
裁
判
所
が
認
め

た
場
合
」
と
の
条
件
が
付
さ
れ
て
い
た
こ

と
で
す
。
第
１
回
国
会
で
同
法
は
実
質
的

に
審
議
さ
れ
ず
、
翌
年
の
第
２
回
国
会
で

不
妊
手
術
・
中
絶
手
術
の
対
象
が
拡
大
さ

れ
、
強
制
力
も
よ
り
強
め
ら
れ
た
形
に
修

正
さ
れ
、
社
会
党
以
外
の
政
党
も
含
ん
だ

「
議
員
立
法
」
と
し
て
再
提
出
さ
れ
、
48

年
に
全
会
一
致
で
成
立
し
ま
し
た
iv
。
法

案
の
説
明
は
参
議
院
で
は
産
婦
人
科
医
の

谷
口
弥
三
郎
v
、
衆
議
院
で
は
福
田
昌
子

が
行
い
、
い
ず
れ
も
「
社
会
公
共
の
立
場

か
ら
」「
公
益
の
た
め
」
に
強
制
不
妊
手
術

を
行
う
の
だ
と
述
べ
ま
し
た
。
谷
口
と
福

田
は
共
に
48
年
、
『
優
生
保
護
法
解
説
』

を
著
し
て
い
ま
す
。
同
書
に
は
戦
後
日
本

の
食
糧
事
情
を
考
え
て
人
口
を
抑
制
し
、

国
家
再
建
を
図
る
た
め
に
民
族
の
「
逆
淘

汰
」
に
よ
っ
て
「
劣
悪
」
な
者
の
増
加
を

防
ぐ
こ
と
が
公
益
に
か
な
う
の
だ
と
書
か

れ
て
い
ま
し
た
。
藤
野
氏
は
日
本
国
憲
法

第
12
条
が
基
本
的
人
権
に
つ
い
て
「
国
民

は
、
こ
れ
を
濫
用
し
て
は
な
ら
な
い
の
で

あ
っ
て
、
常
に
公
共
の
福
祉
の
た
め
に
こ

れ
を
利
用
す
る
責
任
を
負
う
」
と
の
文
言

を
、
恣
意
的
に
人
権
侵
害
の
根
拠
と
し
て

利
用
し
た
の
が
強
制
不
妊
手
術
で
あ
り
、

ハ
ン
セ
ン
病
患
者
に
対
す
る
隔
離
政
策
だ

っ
た
。「
戦
後
民
主
主
義
」
が
「
基
本
的
人

権
の
例
外
を
つ
く
り
、
そ
れ
を
容
認
し
て

き
た
」
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
指
摘
し
て
い

ま
す
。
そ
の
上
で
、
改
正
教
育
基
本
法
の

〈
公
共
の
精
神
〉（
前
文
）
や
、
自
民
党
の

３ 

 

 

改
憲
草
案
に
あ
る
〈
公
益
〉
な
い
し
は
〈
公

共
の
秩
序
〉
に
よ
る
人
権
の
制
約
が
謳
わ

れ
、
ハ
ン
セ
ン
病
や
強
制
不
妊
の
根
拠
と

な
っ
た
論
理
の
再
来
と
分
析
し
て
い
ま
す
。 

 

私
は
、
民
族
逆
淘
汰
だ
の
、
劣
悪
な
遺

伝
子
だ
の
と
い
っ
た
「
医
学
」
が
人
権
侵

害
を
正
当
化
す
る
論
拠
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
事
実
か
ら
、「
医
療
」
と
い
う
も
の
が
本

質
的
に
持
っ
て
い
る
危
う
さ
を
感
じ
ま

す
。
同
時
に
、「
公
益
」
の
た
め
に
人
権
が

制
限
さ
れ
る
こ
と
を
や
む
な
し
と
す
る
思

考
形
式
か
ら
、
私
た
ち
は
脱
す
る
こ
と
が

で
き
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
感
じ

る
の
で
す
。 

（
中
村
暁
・
医
療
団
体
） 

i
加
藤
シ
ヅ
エ(1

8
9
7

〜2
0
0
1
)

。
社
会
運
動
家
、
政
治

家
。
産
児
制
限
の
提
唱
者
で
あ
る
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
サ

ン
ガ
ー
に
共
鳴
し
、
昭
和6

年(1
9
3
1
)

日
本
産
児
調
整

連
盟
を
設
立
。 

ii
福
田
昌
子(1

9
1
2

～1
9
7
5
)

。
学
校
法
人
純
真
女
子
学

園
（
現
・
学
校
法
人
純
真
学
園
）
の
創
立
者
。
医
学
博
士
。 

iii
太
田
典
礼(1

9
0
0

～1
9
8
5
)

。
産
婦
人
科
医
。
産
児
制

限
・
安
楽
死
運
動
を
牽
引
。
子
宮
内
避
妊
器
具
「
太
田

リ
ン
グ
」
の
考
案
者
。 

 

１1
9
4
7

年
の
国
会
勢
力
は
、
衆
院
で
与
党
・
自
由
党
が

1
3
1

議
席
、
民
主
党
が1

2
4

議
席
、
野
党
・
社
会
党
が

1
4
3

議
席
、
共
産
党
が4

議
席
。
参
院
で
与
党
・
自
由

党
が3

8

議
席
、
野
党
・
社
会
党
が4

7

議
席
、
民
主
党

が2
8

議
席
、
国
民
協
同
党
が9

議
席
、
共
産
党
が4

議
席
等
だ
っ
た
。 

１
谷
口
弥
三
郎
（1

8
8
3

～1
9
6
3

）。
政
治
家
、
産
婦
人

科
医
師
。
日
本
医
師
会
会
長
、
参
議
院
議
員
。
ハ
ン
セ

ン
病
患
者
隔
離
政
策
に
も
深
く
関
与
し
た
。 

公益のために人権が制限されることを止む無しと捉える

思考形式について 

 

「優生思想」を考える ２ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

車
い
す
視
点
か
ら
社
会
を
斬
る
！ 

矢
吹 

文
敏
（
日
本
自
立
生
活
セ
ン
タ
ー
） 

【
九
条
劇
第
三
回
公
演
「
キ
ル
ト
」
に
て
】 

一
筋
の
光
も
な
い
闇
の
舞
台
か
ら

「
ダ
ー
ン
、
ダ
ン
」「
カ
ー
ン
、
カ
ー

ン
、
ダ
ン
、
チ
ャ
ン
、
チ
ャ
ン
、
ヴ

ォ
ン
、
ヴ
ォ
ン
」「
ピ
ー
ー
ピ
リ
ュ
リ

ュ
ー
、
ヒ
ュ
ー
ヒ
ュ
ー
ピ
ー 
…
…
」 

チ
ャ
ン
ゴ
が
鳴
る
、
ケ
ン
ガ
リ
が

鳴
る
、
チ
ン
が
鳴
る
、
プ
ク
が
鳴
る 

…
…
。
喜
び
も
怒
り
も
哀
し
み
も
楽

し
み
も
…
… 

激
し
く
表
現
す
る
プ

ン
ム
ル
。 

そ
こ
に
は
、
１
９
４
４
年
か
ら
今

日
ま
で
の
75
年
間
を
切
り
取
っ
た

差
別
と
協
働
、
偏
見
と
闘
い
を
生
ん

だ
東
九
条
の
歴
史
が
あ
り
、
ハ
ル
モ

ニ
た
ち
の
生
活
が
想
起
さ
れ
、
40
番

地
を
見
守
っ
た
高
瀬
川
や
鴨
川
が
あ

っ
た
。 

26
年
間
に
わ
た
っ
て
庶
民
の
力

で
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
東
九
条
マ

ダ
ン
の
情
熱
の
歴
史
が
あ
り
、
民
族

の
壁
を
乗
り
越
え
よ
う
と
す
る
人
々

の
並
々
な
ら
ぬ
思
い
に
襲
い
掛
か
る

ヘ
イ
ト
に
よ
る
暴
言
罵
倒
！ 

☆ 

朝
鮮
人
は
帰
れ
！ 

 

お
前
ら
の
せ
い
で
職
を
失
っ
た
！ 

 

…
…
ま
っ
た
く
意
味
の
解
ら
な
い

屈
辱
的
な
汚
い
言
葉
を
浴
び
せ
る
！ 

 

私
の
全
身
に
プ
ン
ム
ル
が
飛
び
込

ん
で
く
る
。 

差
別
っ
て
何
だ
！ 

 

民
族
っ
て
何
だ
！ 

 

国
籍
っ
て
何
だ
！ 

国
っ
て
何
だ
！ 

 

障
害
者
っ
て
何
だ
！ 

健
常
者
っ
て
何
だ
！ 

役
に
立
つ
っ
て
何
だ
！ 

役
に
立
た
な
い
っ
て
何
だ
！ 

生
活
保
護
っ
て
何
だ
！ 

優
生
っ
て
何
だ
！ 

闇
の
中
、
私
の
頭
や
身
体
に
は
激

し
い
音
が
充
満
す
る
。 

背
景
は
、
終
戦
一
年
前
の
１
９
４

４
年
か
ら
始
ま
っ
た
。（
そ
れ
は
な
ぜ

か
私
の
生
ま
れ
た
年
で
も
あ
る
） 

近
所
の
人
た
ち
同
士
が
笑
っ
て
会

話
し
、
怒
り
を
含
め
て
議
論
し
、
泣

い
て
訴
え
、
人
の
死
を
悲
し
む
。
そ

こ
に
は
、
庶
民
の
日
常
、
毎
日
の
生

活
が
普
通
に
繰
り
返
さ
れ
る
。 

戦
争
の
日
本
の
立
場
は
ま
す
ま
す

厳
し
く
、
敗
戦
へ
の
歩
み
は
と
め
ど

な
く
泥
沼
に
入
っ
て
い
く
。 

昔
の
こ
と
を
知
ら
な
い
若
者
か
ら

打
ち
鳴
ら
さ
れ
る
葛
藤
の
打
楽
器
、

激
し
く
打
ち
鳴
ら
さ
れ
る
プ
ン
ム

ル
。 観

て
い
る
人
の
心
を
え
ぐ
り
、
私

が
忘
れ
て
い
た
幼
少
期
の
映
像
が
映

し
出
さ
れ
て
い
く
。 

「
お
前
は
小
学
校
に
も
行
け
な
か

っ
た
ん
だ
よ
な
ー
。「
も
ち
ろ
ん
中
学

校
だ
っ
て
行
っ
て
な
い
よ
な
ー
。「
お

前
は
何
も
で
き
な
い
し
、
身
体
が
弱

く
て
早
く
死
ぬ
ん
だ
か
ら
、
好
き
な

よ
う
に
生
き
た
ら
？ 
・
・
・
・
・ 

知
ら
ぬ
間
に
優
生
思
想
な
る
も
の

を
植
え
付
け
ら
れ
、
育
て
ら
れ
、
障

害
者
仲
間
の
優
劣
が
語
ら
れ
、
強
制

不
妊
手
術
が
正
当
化
さ
れ
、
出
生
前

診
断
の
技
術
革
新
は
、
障
害
者
の
存

在
を
ま
す
ま
す
否
定
し
、
排
除
し
て

い
く
。 

褒
め
ら
れ
れ
ば
優
越
感
が
増
し
、

批
判
さ
れ
れ
ば
劣
等
感
に
な
っ
て
い
く
。 

私
た
ち
が
要
求
し
た
は
ず
の
制
度

が
、
い
つ
の
間
に
か
私
た
ち
の
自
立

心
を
奪
う
も
の
に
ど
ん
ど
ん
変
質
し

て
い
く
。 

そ
う
だ
！ 

戦
争
は
ま
だ
終
わ
っ

て
い
な
い
！ 

終
わ
っ
た
ふ
り
を
し

て
い
る
だ
け
だ
。 

今
で
も
戦
争
を
望
ん
で
い
る
人
が

世
界
中
に
沢
山
い
る
。
未
だ
に
侵
略

を
夢
見
る
人
が
日
本
に
も
い
る
。 

障
害
者
の
存
在
や
移
民
の
存
在
を

抹
殺
し
よ
う
と
す
る
人
た
ち
が
群
れ

て
い
る
。 

☆ 

私
は
？ 

多
分
、
日
本
人
だ
。
そ

し
て
、
多
分
人
間
だ
。 

 

 

４ 



 

 

 

し
か
し
家
の
事
情
で
す
ぐ
に
バ
ス

の
就
活
が
で
き
な
く
て
、
や
っ
と
就

活
で
き
た
の
は
２
年
後
で
し
た
。 

で
も
現
実
は
甘
く
な
く
、
京
都
障

害
者
職
業
相
談
室
に
何
度
も
足
を
運

ん
で
各
会
社
の
面
接
を
調
整
し
て
も

ら
っ
た
の
で
す
が
、
面
接
す
ら
な
か

な
か
開
い
て
も
ら
え
な
く
、
や
っ
と

開
い
て
頂
い
た
と
思
っ
た
ら
、
冷
や

や
か
な
視
線
で
見
ら
れ
、
当
然
不
採

用
で
し
た
。 

こ
の
時
、
東
京
で
す
で
に
聴
覚
障

害
者
の
運
転
士
が
東
京
バ
ス
株
式
会

社
で
活
躍
し
て
お
ら
れ
、
そ
の
方
と

同
じ
グ
ル
ー
プ
の
バ
ス
会
社
が
京
都

に
も
あ
り
、
最
後
の
頼
み
綱
の
つ
も

り
で
そ
の
会
社
の
面
接
と
実
技
試
験

を
受
け
ま
し
た
。
感
触
も
か
な
り
良

く
、
こ
れ
は
期
待
で
き
る
と
、
そ
し

て
試
験
か
ら
１
週
間
後
に
合
格
の
通

知
が
き
ま
し
た
。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 夢
の
バ
ス
運
転
士 

幼
少
時
代
か
ら
バ
ス
運
転
士
に
あ
こ

が
れ
て
い
て
、
い
つ
か
バ
ス
運
転
士
に

な
る
と
決
め
て
い
ま
し
た
。 

し
か
し
、
中
学
の
時
に
父
と
話
を
し

て
い
た
時
に
父
か
ら
「
将
来
は
何
を
し

た
い
の
か
？
」
と
聞
か
れ
、「
バ
ス
運
転

士
」
と
答
え
た
と
こ
ろ
、
聴
覚
障
害
者

は
無
理
ら
し
い
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
信

じ
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
翌
日
学
校
の
先

生
に
聞
い
た
ら
同
じ
こ
と
を
言
わ
れ
、

こ
の
時
点
で
夢
を
あ
き
ら
め
ま
し
た
。 

☆ 

と
こ
ろ
が
、
２
０
１
６
年
４
月
１
日

に
一
般
財
団
法
人
全
日
本
ろ
う
あ
連
盟

の
運
動
に
よ
り
道
路
交
通
法
が
改
正
さ

れ
、
聴
覚
障
害
者
も
バ
ス
と
タ
ク
シ
ー

を
運
転
す
る
た
め
の
自
動
車
運
転
二
種

免
許
取
得
が
可
能
に
な
っ
た
た
め
中
学

の
時
に
あ
き
ら
め
て
い
た
夢
が
再
燃

し
、
大
型
二
種
免
許
を
取
得
し
ま
し
た
。 

こ
の
通
知
を
見
た
瞬
間
、
小
さ
い
と

き
か
ら
の
念
願
の
夢
が
つ
い
に
叶
い
、

胸
が
張
り
裂
け
そ
う
に
な
る
く
ら
い

う
れ
し
か
っ
た
で
す
。 

☆ 

９
月
２
日
に
入
社
し
、
し
ば
ら
く
は   

 

５ 

    

 

 

聴
覚
障
害
者
は
訴
え
る 

 

研
修
中
が
続
き
ま
す
が
、
い
つ
か
デ
ビ

ュ
ー
し
て
お
客
様
を
乗
せ
て
走
る
日

を
楽
し
み
に
し
な
が
ら
頑
張
っ
て
い

ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

村
上
達
也
（
一
般
社
団
法
人 

 

京
都
聴
覚
障
害
者
協
会
理
事
） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
新
し
い
技
術

を
活
か
し
て 

 

ラ
イ
ス
チ
ョ
ウ
ジ
ョ
ナ 

 

  

 

先
日
、
日
本
弁
護
士
連
合
会
が
主

催
す
る
「
弁
護
士
業
務
改
革
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
」
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。 

今
回
は
「
伝
統
の
都
か
ら
未
来
を
視

る
～
新
た
な
弁
護
士
業
務
の
展
開

～
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
分
科
会
と

セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

分
科
会
の
中
に
は
、
「
e
裁
判
と

Ａ
Ｉ
の
活
用
」
、「
e
ス
ポ
ー
ツ
の
現

状
と
法
的
課
題
」
な
ど
が
あ
り
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
社
会
の
変
革

を
改
め
て
強
く
感
じ
ま
し
た
。 

「
e
裁
判
」
は
、
新
聞
報
道
等
で

も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、

ご
存
知
の
方
も
多
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
現
在
、
政
府
を
始
め
と
し
て
裁

判
手
続
等
の
Ｉ
Ｔ
化
を
進
め
よ
う
と

す
る
動
き
が
あ
り
、
①
e
提
出
（
訴

訟
資
料
（
事
件
記
録
）
を
電
子
情
報

の
形
で
提
出
す
る
等
）
②
e
事
件
管 

 

理
（
事
件
記
録
を
電
子
化
し
て
保
存

す
る
等
）
、
③
e
法
廷
（
裁
判
所
と

当
事
者
・
代
理
人
が
ウ
ェ
ブ
会
議
シ

ス
テ
ム
な
ど
を
接
続
し
て
、
期
日
や

打
ち
合
わ
せ
を
実
施
す
る
も
の
）
な

ど
の
局
面
が
議
論
さ
れ
て
い
ま
す
。

す
で
に
ア
メ
リ
カ
や
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
、
韓
国
、
ド
イ
ツ
、
イ
ギ
リ
ス
な

ど
で
は
裁
判
手
続
等
の
Ｉ
Ｔ
化
が
実

際
に
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
日
本

で
は
議
論
が
始
ま
っ
た
ば
か
り
で

す
。 す

ぐ
に
思
い
浮
か
ぶ
も
の
で
も
、

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
や
裁
判
の
公
開
の
原

則
と
の
関
係
な
ど
の
問
題
点
が
考
え

ら
れ
ま
す
。
他
方
、
裁
判
所
に
出
頭

す
る
の
が
困
難
な
人
た
ち
に
と
っ

て
、
裁
判
手
続
利
用
の
利
便
性
が
高

ま
る
こ
と
な
ど
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

「
e
ス
ポ
ー
ツ
」
は
、
エ
レ
ク
ト

ロ
ニ
ッ
ク
・
ス
ポ
ー
ツ
の
略
語
で
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ゲ
ー
ム
、
ビ
デ
オ

ゲ
ー
ム
を
使
っ
た
対
戦
を
ス
ポ
ー
ツ

競
技
と
し
て
捉
え
る
も
の
で
す
。
日

本
で
は
ま
だ
市
場
規
模
は
小
さ
い
で

す
が
、
世
界
で
は
、
高
額
賞
金
の
国

際
大
会
も
多
数
開
催
さ
れ
、
世
界
的

な
企
業
が
ス
ポ
ン
サ
ー
に
な
り
、
競

技
人
口
も
増
加
す
る
な
ど
、
急
拡
大

し
て
い
ま
す
。 

e
ス
ポ
ー
ツ
は
、
従
来
の
ス
ポ
ー

ツ
競
技
に
比
し
て
、
身
体
的
特
徴
、

性
別
、
年
齢
等
の
差
異
を
気
に
せ
ず
、

一
緒
に
競
技
で
き
る
と
期
待
で
き
ま

す
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で

の
対
戦
が
可
能
で
す
か
ら
、
場
所
の

制
限
も
比
較
的
あ
り
ま
せ
ん
。
e
ス

ポ
ー
ツ
に
取
り
組
む
障
が
い
者
や
こ

れ
の
支
援
者
も
増
え
て
き
て
い
る
そ

う
で
す
。 

大
会
に
よ
っ
て
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ

ー
等
デ
バ
イ
ス
の
制
限
が
な
さ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
主
催
者
側

に
は
障
が
い
に
合
わ
せ
た
デ
バ
イ
ス

を
使
用
す
る
場
合
へ
の
対
応
が
望
ま

れ
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
日
本
国
内

に
お
い
て
は
、
景
表
法
（
賞
金
規
制
）、

刑
法
（
賭
博
規
制
）、
風
営
法
な
ど
の
各

種
規
制
と
の
関
係
整
備
が
求
め
ら
れ
ま

す
し
、
ゲ
ー
ム
映
像
等
の
著
作
権
の
処

理
、
国
際
大
会
出
場
の
際
の
選
手
の
ビ

ザ
問
題
、
ゲ
ー
ム
障
害
の
予
防
な
ど
、

今
後
も
検
討
す
べ
き
点
は
多
々
あ
り
ま

す
。 し

か
し
、
新
し
い
概
念
や
技
術
に
よ

り
、
e
裁
判
に
e
ス
ポ
ー
ツ
と
い
っ
た

新
た
な
分
野
が
生
ま
れ
、
ど
ん
ど
ん
現

実
の
差
異
が
解
消
さ
れ
、
利
便
性
が
高

ま
っ
て
、
私
た
ち
の
生
活
が
便
利
に
豊

か
に
な
っ
て
い
く
の
を
感
じ
ま
す
。
障

が
い
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
や
電
子
情
報
の
特
性
を
活
か
し
た

利
便
性
を
社
会
全
体
が
享
受
で
き
る
よ

う
、
こ
の
新
た
な
分
野
の
制
度
設
計
や

運
用
の
検
討
に
当
た
っ
て
も
意
欲
的
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。 
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＋
２
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別刷り 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（
９
）
福
祉
事
務
所
の 

ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
も
苦
し
い 

 

先
月
取
り
上
げ
た
、『
健
康
で
文
化

的
な
最
低
限
度
の
生
活
』（
柏
木
ハ
ル

コ
著
・
小
学
館
）
で
は
、
主
人
公
・

義
経
え
み
る
が
市
役
所
の
職
員
と
な

り
、
福
祉
事
務
所
の
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ

ー
と
し
て
配
属
さ
れ
る
と
こ
ろ
か
ら

始
ま
り
ま
す
。
え
み
る
は
、
大
学
で

社
会
福
祉
を
専
門
的
に
学
ん
だ
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
社
会
人

一
年
生
と
し
て
の
不
安
だ
け
で
な

く
、
初
め
て
出
会
う
生
活
保
護
の
利

用
者
の
生
活
問
題
に
直
面
し
て
、
驚

き
悩
み
戸
惑
い
ま
す
。 

 

ど
う
し
て
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
起

こ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
厚
労
省
調
査

「
平
成
28
年 

福
祉
事
務
所
人
員

体
制
調
査
に
つ
い
て
」
と
い
う
調
査

か
ら
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。 

 

５
年
以
上
の
経
験
の
あ
る
査
察
指
導

員
は
15
・
２
％
で
す
。
様
々
な
生
活

問
題
を
抱
え
る
利
用
者
を
支
援
し
て

い
く
た
め
に
は
、
医
療
や
介
護
、
教

育
、
Ｄ
Ｖ
被
害
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
問
題
、

虐
待
、
適
切
な
支
援
技
法
な
ど
幅
広

い
知
識
と
経
験
が
必
要
で
す
。
し
か

し
、
現
在
は
専
門
的
知
識
・
技
法
を

身
に
つ
け
た
人
が
福
祉
事
務
所
に
配

置
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
の
で

す
。
こ
の
よ
う
な
中
で
、
ケ
ー
ス
ワ

ー
カ
ー
た
ち
は
日
々
必
死
で
学
び
実

践
し
て
い
ま
す
。 

さ
ら
に
、
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
の
担

当
世
帯
数
は
80
世
帯
。
中
に
は
夫
婦

や
親
子
世
帯
も
あ
り
ま
す
か
ら
、
担

当
す
る
人
数
は
確
実
に
80
人
以
上

に
な
り
ま
す
。
あ
る
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ

ー
は
利
用
者
が
増
加
し
て
い
る
の
に

職
員
が
増
員
さ
れ
ず
、
１
０
０
世
帯

以
上
を
担
当
し
「
利
用
者
の
お
話
を

ゆ
っ
く
り
聞
き
き
た
い
が
、
時
間
が

確
保
で
き
な
い
」
と
悩
ん
で
い
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
あ
る
利
用
者
は
「
担

当
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
が
す
ぐ
に
交
代 

ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
は
「
社
会
福
祉

主
事
」
と
い
う
資
格
が
必
要
で
す
。

こ
れ
は
社
会
福
祉
に
関
す
る
科
目

や
、
法
学
や
経
済
学
、
教
育
学
な
ど

の
科
目
群
の
中
か
ら
３
科
目
を
履
修

す
れ
ば
取
得
で
き
ま
す
。
す
な
わ
ち
、

生
活
保
護
制
度
に
つ
い
て
ほ
と
ん
ど

知
ら
な
い
状
態
で
も
業
務
に
つ
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。
一
方
、
国
家
資
格

で
あ
る
「
社
会
福
祉
士
」
の
取
得
者

は
、
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
で
は
13
・

５
％
、
査
察
指
導
員
で
は
８
・
７
％

し
か
配
置
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。 

 

ま
た
、
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
の
経
験

年
数
は
３
年
未
満
の
者
が

61

・

６
％
。
半
数
以
上
が
３
年
未
満
の
経

験
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
経

験
年
数
の
長
い
職
員
も
い
て
、
え
み

る
の
上
司
の
よ
う
に
適
切
な
助
言
・

指
導
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

８ 

        

し
て
し
ま
う
。
自
分
の
状
況
を
一
か

ら
説
明
し
な
い
と
い
け
な
い
か
ら
、

大
変
」
と
言
い
ま
す
。 

 

ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
の
「
よ
り
良
い

支
援
を
し
た
い
」
と
い
う
願
い
、
利

用
者
の
「
も
っ
と
相
談
し
た
い
」
と

い
う
願
い
が
叶
え
ら
れ
る
体
制
と
は

ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
。
ケ
ー
ス

ワ
ー
カ
ー
や
査
察
指
導
員
の
資
格
や

配
置
基
準
、
研
修
制
度
に
つ
い
て
、

私
た
ち
市
民
も
共
に
考
え
て
、
適
切

な
体
制
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま

し
ょ
う
。 

 

次
回
は
〈（
10
）
海
外
の
生
活
保
護
制

度 

諸
外
国
の
考
え
方
や
制
度
の
工

夫
に
つ
い
て
〉
で
す 

 

 

尊
厳
あ
る
暮
ら
し
の
保
障 

―
生
活
保
護
制
度
の
イ
ロ
ハ
と
明
日 

 

中
野
加
奈
子
（
大
谷
大
学
准
教
授
） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

背
中
を
伸
ば
し
て
ひ
と
と
一
緒
に
歩
む 

 
 
 

す
ぎ
な
（
訪
問
看
護
師
） 
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カ
モ
シ
レ
ナ
イ
病 

 

「
秋
は
引
っ
越
し
が
あ
る
か
ら

ね
。
」
冬
か
ら
言
っ
て
い
た
の
に
、
い

ざ
９
月
に
な
っ
て
み
て
、
私
は
今
、

と
て
も
慌
て
て
い
る
。「
何
も
準
備
が

進
ん
で
い
な
い
。」
し
か
も
、
複
数
の

仕
事
の
締
め
切
り
が
週
単
位
で
続
い

て
い
る
。
さ
ら
に
、
役
所
関
係
の
提

出
物
ま
で
飛
び
込
ん
で
き
た
。
気
が

付
け
ば
、
お
尻
に
点
い
た
火
が
背
中

ま
で
燃
え
移
っ
て
、
カ
チ
カ
チ
山
状

態
に
な
っ
て
い
た
。 

 

こ
う
な
っ
た
ら
、
魔
法
を
使
っ
て

仕
事
に
消
え
て
も
ら
う
か
、
私
自
身

が
雲
隠
れ
す
る
か
。 

☆ 

 

私
は
、
元
々
甘
え
る
の
が
下
手
で
、

上
手
に
人
に
頼
る
こ
と
が
で
き
な

い
。
か
と
い
っ
て
、
独
り
で
何
で
も

さ
っ
さ
と
で
き
る
ほ
ど
器
用
で
も
賢

く
も
な
い
の
で
、
結
局
は
時
間
を
削

り
だ
し
て
努
力
で
賄
う
し
か
な
く
、

ず
っ
と
何
か
に
追
わ
れ
る
よ
う
に
仕

事
を
こ
な
し
て
き
た
。
私
の
そ
う
い

う
傾
向
は
、
成
育
歴
に
起
因
し
て
い

る
と
思
わ
れ
る
。 

 

私
は
、
１
才
の
時
に
父
親
を
亡
く

し
た
。
妹
を
妊
娠
中
だ
っ
た
母
は
、

夫
を
亡
く
し
た
シ
ョ
ッ
ク
と
先
々
を

考
え
る
実
家
の
勧
め
も
あ
り
、
私
を

置
い
て
実
家
に
戻
っ
て
し
ま
っ
た
。

小
さ
い
時
は
祖
父
母
の
も
と
で
養
女

と
し
て
育
て
ら
れ
、
高
校
生
に
な
っ

て
叔
父
夫
婦
に
引
き
取
ら
れ
た
。
ど

こ
で
も
と
て
も
大
事
に
し
て
も
ら
っ

て
は
い
た
け
れ
ど
、
周
り
の
親
戚
の

目
や
、
近
所
の
人
た
ち
の
態
度
は
、

私
が
い
つ
ま
で
も
ゆ
っ
く
り
子
供
で

居
る
こ
と
を
許
し
て
く
れ
な
か
っ

た
。
神
経
質
で
人
見
知
り
が
強
か
っ

た
私
は
、
祖
母
か
ら
一
時
で
も
離
れ

る
と
泣
き
叫
ん
で
祖
母
の
姿
を
探
し

回
っ
て
い
た
が
、
そ
ん
な
私
の
ま
ま

で
許
さ
れ
る
わ
け
は
な
く
、
無
理
や

り
幼
稚
園
に
連
れ
て
い
か
れ
た
。
結

局
最
初
の
２
年
は
全
く
行
く
こ
と
が

で
き
ず
、
１
年
だ
け
通
園
し
た
。
子

供
の
頃
の
私
を
支
配
し
て
い
た
不
安

は
、（
置
い
て
行
か
れ
る
カ
モ
シ
レ
ナ

イ
）（
頑
張
ら
な
い
と
、
置
い
て
も
ら

え
な
い
カ
モ
シ
レ
ナ
イ
）
だ
っ
た
と

思
う
。
小
、
中
学
校
、
と
年
齢
が
進

む
に
し
た
が
っ
て
、
表
面
上
は
周
り

に
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
き
た
が
、
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
が
苦
手
で
、

ず
っ
と
（
う
ま
く
で
き
な
い
と
嫌
わ

れ
る
カ
モ
シ
レ
ナ
イ
）
と
い
う
不
安

が
一
杯
の
人
生
を
歩
ん
で
き
た
。
仕

事
に
就
く
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
も
、

（
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
カ
モ
シ
レ
ナ 

      

イ
）（
職
場
で
浮
い
て
し
ま
う
カ
モ
シ

レ
ナ
イ
）
と
い
う
不
安
が
私
を
突
き

動
か
し
、
誰
も
頼
れ
ず
ず
っ
と
走
り

続
け
、（
い
つ
も
で
き
る
私
で
い
な
い

と
、
皆
に
そ
っ
ぽ
向
か
れ
る
カ
モ
シ

レ
ナ
イ
）
と
い
う
訳
の
分
か
ら
な
い

も
の
と
闘
っ
て
い
た
。 

 

私
が
、
や
っ
と
自
分
の
「
カ
モ
シ

レ
ナ
イ
病
」
と
向
き
合
え
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
、
ご
く
最
近
の
こ
と
。 

何
故
向
き
合
え
る
よ
う
に
な
っ
た
か

は
、
ま
た
別
の
機
会
に
し
て
、
そ
れ

か
ら
は
、
自
分
と
周
り
の
ひ
と
を
信

じ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。
素
直
に
「
助
け
て
」
と
言
え
る

自
分
で
あ
る
よ
う
に
、
努
力
が
必
要

な
と
こ
ろ
が
、「
ま
だ
ま
だ
な
私
」
で

は
あ
る
が
。 

☆ 

さ
あ
、
忙
し
く
な
り
ま
す
。 

今
こ
そ
、
周
り
に
助
け
て
も
ら
い

ま
し
ょ
う
。
仕
事
は
び
っ
く
り
す
る

ほ
ど
サ
ク
サ
ク
と
消
え
て
い
く
こ
と

で
し
ょ
う
。
こ
れ
が
、
今
の
私
に
備

わ
っ
た
、
魔
法
の
杖
。
人
に
頼
る
力
。 

 

９ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

視
覚
障
害
者
の 

サ
ー
ク
ル
め
ぐ
り
（
93
）
  

ク
ラ
ブ
員
の
思
い 

 
 

リ
コ
ー
ダ
ー
サ
ロ
ン
は
、
毎
月
第
２

土
曜
日
午
前
、
京
都
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
音

楽
室
で
活
動
し
て
い
ま
す
。 

 

今
回
の
執
筆
者
は
、
五
十
代
の
後
半

に
眼
の
異
常
に
気
づ
き
、
「
網
膜
色
素

変
性
症
」
と
診
断
さ
れ
ま
し
た
。
眼
の

障
害
が
あ
っ
て
も
何
か
に
挑
戦
し
た

い
と
思
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
失
明
の

恐
れ
が
あ
る
た
め
、
人
に
勧
め
ら
れ

て
、
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
鳥
居
寮
で
歩
行
訓

練
な
ど
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
マ
ラ
ソ

ン
が
好
き
で
、
賀
茂
川
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ

に
参
加
し
、
走
る
力
を
つ
け
、
２
０
１

８
年
福
井
国
体
で
金
メ
ダ
ル
を
獲
得

さ
れ
ま
し
た
。
ヨ
ー
ガ
サ
ロ
ン
に
も
参

加
し
て
お
ら
れ
ま
す
。 

 

リ
コ
ー
ダ
ー
の
音
色
に
魅
せ
ら
れ
て 

（
堀 

栄
子
） 

リ
コ
ー
ダ
ー
サ
ロ
ン
で
指
導
く
だ

さ
る
先
生
は
、
京
大
リ
コ
ー
ダ
ー
同
好

会
の
学
生
さ
ん
で
す
。
視
覚
障
害
者
の

バ
リ
ア
や
リ
コ
ー
ダ
ー
を
吹
く
時
の

困
難
さ
を
よ
く
理
解
し
て
い
た
だ
き
、

分
か
る
ま
で
優
し
く
教
え
て
く
だ
さ

る
こ
と
に
深
い
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

特
に
、
譜
面
が
見
え
な
い
私
た
ち
に
対

し
て
、
階
名
で
歌
い
、
演
奏
す
る
こ
と

を
通
じ
て
正
し
く
記
憶
に
残
る
よ
う

指
導
し
て
く
だ
さ
る
こ
と
に
魅
力
を

感
じ
ま
し
た
。 

 

毎
回
、
サ
ロ
ン
活
動
の
最
初
に
、「
チ

ャ
ル
メ
ラ
」
の
音
（
ソ
ラ
シ
ー
ラ
ソ 

ソ
ラ
シ
ラ
ソ
ラ
ー
）
を
吹
い
て
音
出
し

を
し
、
演
奏
の
心
構
え
を
作
り
ま
す
。

練
習
す
る
曲
を
決
め
、
フ
レ
ー
ズ
ご
と

に
繰
り
返
し
て
練
習
し
ま
す
。
特
に
シ

ャ
ー
プ
や
フ
ラ
ッ
ト
が
つ
く
音
符
の

奏
法
を
根
気
強
く
丁
寧
に
教
え
て
も

ら
い
、
音
の
長
さ
を
正
確
に
吹
く
練
習

も
重
ね
ま
す
。
部
分
練
習
で
完
全
に
吹

け
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
通
し
の
練
習

を
し
ま
す
。
そ
し
て
、
全
体
が
演
奏
で

き
る
段
階
に
な
れ
ば
、
銘
々
が
準
備
し

て
き
た
プ
レ
ク
ス
ト
ー
ク
で
録
音
し

て
帰
り
ま
す
。
録
音
し
た
曲
を
繰
り
返

し
再
生
し
、
個
人
練
習
を
し
て
い
ま 

                     

す
。
家
庭
で
の
余
暇
に
、
暗
譜
し
た
り

演
奏
を
繰
り
返
し
て
楽
し
む
場
を
も
っ

て
い
ま
す
。 

 

私
は
、
２
０
１
７
年
６
月
頃
に
参
加

し
て
、
そ
の
年
の
10
月
末
の
ラ
イ
ト

ハ
ウ
ス
ま
つ
り
で
初
め
て
ス
テ
ー
ジ

に
立
ち
ま
し
た
。
「
大
き
な
古
時
計
」

「
虫
の
声
」
な
ど
を
吹
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。 

 

「
赤
い
ス
イ
ー
ト
ピ
ー
」
は
、
私

に
と
っ
て
と
て
も
難
し
い
曲
で
し

た
。
何
度
も
練
習
を
重
ね
、
や
っ
と

吹
け
た
時
の
こ
と
も
思
い
出
し
ま
す

が
、
皆
さ
ん
と
の
曲
あ
わ
せ
で
上
手

く
い
か
な
く
て
、
他
の
曲
に
変
更
さ

れ
た
苦
い
思
い
出
も
あ
り
ま
す
。
こ

の
こ
と
は
、
次
の
段
階
に
い
く
た
め

の
良
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。 

 

リ
コ
ー
ダ
ー
は
、
容
易
に
楽
し
め

る
楽
器
だ
と
思
い
ま
す
。
一
昨
年
に

続
い
て
昨
年
も
、
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
ま

つ
り
の
ス
テ
ー
ジ
発
表
に
加
わ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
サ
ロ
ン

交
流
会
で
演
奏
し
た
り
、
い
ろ
い
ろ

な
集
会
で
仲
間
と
と
も
に
発
表
し
た

り
、
音
楽
の
魅
力
を
味
わ
う
機
会
が

多
く
な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
も
一
度

サ
ロ
ン
活
動
に
参
加
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。 
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知
っ
得
情
報 

 

Ｎ
Ｅ
Ｔ
１
１
９
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム 

松
本 

美
津
男 

 

聴
覚
言
語
障
害
者
等
か
ら
の
緊
急
通
報
の
手
段
と
し
て
Ｆ
Ａ
Ｘ
１
１
９
と
か
Ｗ
Ｅ

Ｂ
１
１
９
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
が
受
信
体
制
の
強
化
が
期
待
さ
れ
る
「
Ｎ
Ｅ
Ｔ

１
１
９
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
」
の
導
入
が
広
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。 

府
内
導
入
済
み
の
地
域
は
５
地
域
（
舞
鶴
市
・
福
知
山
市
・
綾
部
市
・
京
丹
後
市
・

京
都
市
）
で
、
順
次
広
が
っ
て
い
く
予
定
で
す
。 

 

内
容
等
を
京
都
市
の
例
で
簡
単
に
紹
介
し
ま
す
。 

１ 

概
要 

 

聴
覚
や
音
声
及
び
言
語
の
機
能
障
害
の
た
め
、
意
思
疎
通
を
図
る
こ
と
に
支
障
の

あ
る
人
が
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
機
能
を
利
用
し
、
全
国
ど
こ

か
ら
で
も
通
報
場
所
を
管
轄
す
る
消
防
本
部
に
通
報
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

２ 

登
録
対
象
者 

 

聴
覚
言
語
障
害
等
の
あ
る
人
（
障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
な
く
て
も
可
）
で
、
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
。 

⑴ 

京
都
市
内
に
居
住
す
る
人 

⑵ 

京
都
市
内
に
通
勤
，
通
学
又
は
観
光
そ
の
他
の
目
的
で
滞
在
す
る
人 

（
た
だ
し
、
居
住
地
の
消
防
本
部
が
Ｎ
Ｅ
Ｔ
１
１
９
を
導
入
し
て
い
な
い
場
合
に
限
る
） 

３ 

事
前
登
録 

 

次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
申
請
登
録
す
る
。 

⑴ 

宛
先
に
「e

n
try

_
2
6

1
0
0
@

e
n

try
1

0
.w

e
b

1
1

9
.in

fo

」
を
直
接
入
力
し
、
空
メ
ー

ル
を
送
る
。 

⑵ 

近
く
の
消
防
署
に
申
し
出
る
。 

※
京
都
市
以
外
の
人
は
各
消
防
本
部
に
問
い
合
わ
せ
て
下
さ
い
。 

参
考 

府
内
各
消
防
本
部
を
掲
載
す
る
京
都
府
の
関
係
機
関
リ
ン
ク
集 

（h
t
t
ps
:
/
/w
w
w
.p
r
e
f.
k
y
oto.jp/shobogk/shobolinksaki.html

） 

 

https://www.pref.kyoto.jp/shobogk/shobolinksaki.html


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■放課後デイサービスの実践を豊かに 

日時：9月 29日（日）13：30～16：00  

場所：京都教育大学 A１講義室  

内容：講義「選ぶ力・決める力・待つ力を育

てるために」池添素さん（福祉広場理事長）・

実践報告など 資料代 500 円  

問合せ：644－8206（丸山） 

■企画展『フレンドピースハウス―ハワイ

から同志社へ』   

日時：10 月 1 日（火）～12 月 1 日（日）  

場所：ハリス理化学館同志社ギャラリー２階

企画展示室  

内容：フレンドピースハウスは、1936 年に、

改修して設立された施設です。フレンドピー

スハウスは 2018 年に解体されました。本展

は解体前のフレンドピースハウスの実像を

伝えるとともに、フレンドピースハウス設立

の経緯および草創期の歴史を辿ります  

問合せ：同志社ギャラリー事務室（251-2716） 

■第 54 回全国学童保育研究集会 IN 京

都  

日時&場所：全体会 10月 19日（土）13: 00

～16: 55、京都パルスプラザ、分科会 10月

20 日（日）９: 30～16: 00、龍谷大学深草

キャンパス  

内容：記念講演「働きながらの子育て 子ど

もが自分で育つ力を育む」（池添素さん〈NPO

法人福祉広場〉）  

参加費：4000円  

問合せ：821ー0700（京都学童保育連絡協

議会） 

■世界報道写真展 2019－ WORLD 

PRESS PHOTO 19－76 億の目撃者

たち  

日時：10 月 7 日(月)～10 月 31 日(木)  

場所：立命館大学国際平和ミュージアム 

内容：世界報道写真コンテストの受賞作を

紹介する。129 の国と地域から 4738 人の

フ ォ ト グ ラ フ ァ ー が 参 加 し 、

78801 点の応募があった。「スポッ

トニュース」の部では、ジョン・

ムーアがメキシコとアメリカの国

境で、母親の取り調べ中に泣き叫

ぶホンジュラスの少女を捉え、「一

般ニュース」の部では、サウジア

ラビアのカショギ記者が行方不明

になった事件で、サウジの総領事

館に押し寄せる報道陣の姿を写し

ている。地球上で「いま」起きている

ことを伝える写真の数々を紹介。 

観覧料：500 円  

問合せ：465－8151（平和ミュージアム） 

■宮沢賢治と日蓮展   

日時：～2020 年 2 月 16 日（日）  

場所：京都佛立ミュージアム（北野天満宮

前）  

内容：宮沢賢治の思想の基礎に日蓮聖人の

教学があること、またその教学の作品への

影響を解き明かし、さらに賢治を通して日

蓮聖人の生涯・思想を示す。  

入館料：無料  

問合せ：288－3344（佛立ミュージアム） 
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■年会費加門眞理子・桐澤優子・恵島千恵

子・北山ただお・高向美智子・石黒正之・大

西洋子・松本慎一・井上一美・安藤和彦・か

もがわ出版・安田隆・浦野新一・橋本慶一・

山田和幸・川手秀己・谷口敏 

寄付井上吉郎・浦野新一・山田和幸 

（敬略 2019/9/5） 

ありがとうございます 


